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神 奈 川 県 に お け る イネ縞 葉 枯病 と

ヒ メ トビ ウン カの発 生

宇田川 晃 ・近岡一郎 ・小林正伸 ・阿久津四良

(神奈川県農業総合研究所)

神奈 川県 で は昭和58年 に イネ縞 葉枯 病 が多発 したの

で,当 所 病 虫科 と病害 虫防 除所 で行 った過 去10年 間の

縞 葉枯病 の発 生 と ヒメ トビ ウンカの発 生及 び保 毒 虫率

に関す る調査 試験結 果 を と りまとめ た。

調 査 方 法

縞 葉枯 病 の発生 面積率 は,発 生 予察事 業 で その年 度

の最 終 面積 と し,甚,多,中,小 の面積 にそれ ぞれ4,

3,2,1の 指数 を与 えて発 生度 を求 め た。 ヒメ トビ

ウ ンカの誘殺状 況 は平塚 市寺 田縄 の農総 研予 察灯 で調

査 した。55年 か ら ヒメ トビウ ンカの保毒 状 況 を県 下6

～10地 点 につ いて
,原 則 と して2～3月 の老 令幼 虫 を

採集 して,抗 体 感作 赤血球 凝集 反応(日 植 防研作 成)

によ り検定 した。

結 果及 び考察

イネ縞 葉枯 病の発 生度 は,49～53年 の5年 間 と54～58

年 の5年 間 を比較 する と明 らかな増 加傾 向 が認 め られ

る。 ヒメ トビウ ンカの誘殺 数 も同様 で あ った。 ヒメ ト

ビウ ンカの保毒 虫の検 定 は調査 年数 が浅 い が,54年 の

イネ縞 葉枯病 の 多発 を契機 と して上昇 した と考 え られ

る。57,58年 の両 年 は低減 傾 向に あ り,本 病 の発生 度

第1表 イネ縞葉枯病 とヒメ トビウンカの発生,保 毒状況

とは結 びつ か ないが,気 象 条件等 を含 め た検 討 が必要

と思 われ,今 後 も調査 を続 けたい。
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